
も
し
れ
な
い
。

　
い
ち
議
員
と
し
て  

職

員
に
対
す
る
安
全
配
慮

義
務
に
つ
い
て
の
要
望
」

を
作
成
。
町
長
、
副
町

長
、
総
務
部
長
に
理
由

を
説
明
し
て
提
出
し
た
。

　
こ
れ
は
私
自
身
の
記

憶
と
人
事
配
置
記
録
を

照
合
し
、
　
年
を
遡
っ

て
そ
の
間
に
休
職
し
た

職
員
ご
と
に
、
当
時
の

ぶ

部
署
、
上
司
・
部
下
の
名
前

と
人
数
、
担
当
業
務
、
背
景

な
ど
を
調
査
し
、
可
能
な
限

り
多
く
の
職
員
か
ら
聞
き
取

り
も
行
な
い
、
対
策
案
も
含

め
て
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
う
つ
病
の
再
発
で
休
暇
を

再
取
得
す
る
割
合
は
、
復
帰

か
ら
１
年
で
約
３
割
、
２
年

で
約
４
割
、
５
年
以
内
で
約

５
割
で
あ
り
、
休
む
期
間
も

１
回
目
が
平
均 

　 

日
に
対
し

２
回
目
は
約 

　
倍
に
な
る
と

い
う
厚
労
省
の
デ
ー
タ
が
あ

る
。
提
出
し
た
要
望
書
に
は
、
　
　

　 

年
間
に
休
職
が
発
生
し
た

原
因
の
再
調
査
も
依
頼
し
た

が
、
５
カ
月
半
を
経
て
来
た

回
答
は
　
調
査
の
必
要
は
な

い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

良
く
言
え
ば
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
、
悪
く
言
え
ば
場
当

た
り
的
に
な
り
、
本
人
や
周

囲
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
第

三
者
の
専
門
家
も
い
な
い
。

　
鎌
倉
市
で
は
、
内
・
外
部

に
複
数
の
窓
口
が
あ
り
、
弁

護
士
相
談
も
で
き
る
。
直
接

不
正
等
も
訴
え
ら
れ
る
　
市

長
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
な
ど
選

択
肢
が
複
数
あ
る
た
め
職
員

が
声
を
あ
げ
や
す
い
。
行
政

組
織
で
も
こ
こ
ま
で
で
き
る

の
か
と
驚
く
内
容
の
　
職
員

意
識
調
査
」
は
、
ぜ
ひ
町
長

に
Ｈ
Ｐ
で
見
て
ほ
し
い
。

　
実
は
町
に
も
、
課
題
は
あ

る
が
機
能
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
消
防
職
員
委
員
会
と
い

う
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
労

働
三
権
が
認
め
ら
れ
な
い
消

防
に
、
世
界
労
働
機
関
の
見

解
に
基
づ
き
団
結
権
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
措
置
で
、

匿
名
で
議
案
を
提
出
で
き
、

議
論
、
集
約
、
検
討
、
提
案

ま
で
職
員
自
ら
行
な
う
。
か

つ
て
発
覚
し
た
町
の
条
例
違

反
　
　
年
以
上
の
時
間
外
手

当
未
払
い
）
は
こ
こ
で
議
題

に
な
っ
た
た
め
に
認
識
で
き
、

是
正
を
促
せ
た
の
で
あ
る
。

　
私
が
一
般
質
問
で
提
案
し

た
、
働
き
方
に
関
す
る
　
二

宮
た
の
し
ご
と
改
革
」
は
当

時
か
ら
３
年
目
の
今
年
、
調

査
・
変
化
を
経
て
結
果
が
出

る
年
の
は
ず
だ
っ
た
。

　
組
合
が
な
い
二
宮
町
。
早

急
な
体
制
づ
く
り
を
求
め
る
。
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町行政は
私たちが生きる最後の砦

職員は尊い職務に誇りを！

高
ス
ト
レ
ス
診
断
を
受
け
た

職
員
は
　
名

風
通
し
良
い
職
場
づ
く
り
を

　

　 

こ
れ
ま
で
　
回
も
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
が
、
二
宮
を

終
の
棲
家
に
決
め
ま
し
た
」

と
リ
タ
イ
ア
世
代
の
方
が
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
二
宮
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
ニ
ー
ノ
＆
ミ
ー
ヤ
）
の
作

者
で
あ
り
子
ど
も
向
け
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
番
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
企

業
広
告
等
で
も
全
国
的
に
有

名
な
　
東
京
ハ
イ
ジ
》
の
ワ

カ
バ
さ
ん
も
　
年
前
に
二
宮

に
来
る
ま
で
　
飽
き
ち
ゃ
う

か
ら
２
年
お
き
に
　
回
も
引

越
し
て
い
ま
し
た
」
だ
そ
う
。

　 

菜
の
花
畑
の
ニ
ー
ノ
』
の

歌
詞
　
ど
こ
に
住
ん
で
も
よ

そ
者
気
分
」
な
の
は
、
実
は

ワ
カ
バ
さ
ん
の
気
持
ち
。
で

も
町
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど 

　
僕
の
隙
間
が
う
ま
っ
て
」

い
き
　
お
か
え
り
と
両
手
広

げ
て
る
」
こ
の
町
に
定
住
。

も
う
　
年
に
な
る
そ
う
で
す
。

今
は
仕
事
に
加
え
、
地
元
の

方
＆
移
住
者
の
老
若
男
女
で

子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
い
た

食
、
畑
、
居
場
所
づ
く
り
、

な
ど
に
奔
走
す
る
日
々
。

　
み
ん
な
が
　
こ
の
町
の
魔

法
に
」
か
か
っ
て
し
ま
う
。

本
当
に
素
敵
な
町
、
二
宮
。

露 木 人 語

　
私
は
こ
れ
ま
で
職
員
が
働

く
意
欲
を
高
く
持
て
る
よ
う

な
人
事
評
価
、
職
員
提
案
制

度
、
専
門
性
の
向
上
、
過
度

に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
業
務

の
外
注
、
副
業
の
推
進
、
第

三
者
相
談
窓
口
設
置
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
提
案
を
し
て
き
た
。

各
職
員
が
最
大
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と
が

町
民
の
幸
福
に
繋
が
る
と
信

じ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

職
員
の
病
気
休
暇
と
危
機
感

　
昨
年
度
、
あ
る
職
員
が
病

気
休
暇
を
取
っ
た
こ
と
で
私

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
危
機
感

を
持
っ
た
。
若
手
職
員
が
他

の
自
治
体
の
採
用
試
験
を
受

け
て
い
る
こ
と
は
分
か
っ
て

い
た
が
、
転
職
を
聞
い
た
ば

か
り
だ
っ
た
の
も
あ
っ
た
か

も

　
現
在
、
総
務
課
が
職
員
か

ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
相
談

を
受
け
た
場
合
、
対
応
方
法

に
お
け
る
心
理
士
や
弁
護
士

等
へ
の
相
談
体
制
は
な
く
、

あ 抜
本
的
対
策
せ
ず
数
年
経
過

30

10

30

107
1.5

10

《

ワカバさんのお気に入りは
オリーブ畑と電車が見える
山の上の畑からの帰り道
　　（みきかよこさん撮影）

「

1513

「 「

「

「

『
13

「

10

「

（

「 「
「

「

←菜の花畑のニーノ（ミーヤが探していたのはニーノという名の居場所だった説！！ ）



　6月議会終了後、辞職願を提出しました。そして6月25日、議長より辞職許可通知を
いただき、６月いっぱいで議員を辞めることに致しました。
　ここ1、2年、町に対して非常にもどかしい思いを持ち「何を提案しても、訴えても、な
んら太刀打ちできない」という行き詰った感覚と、空回りを感じ、自分自身の知識や経
験、人脈が足りないことなど、能力不足を実感していました。
　そのような状況下で、参議院議員の秘書のお話をいただきました。町議の任期があ
と １ 年 4 ヵ 月 あ っ た た め 、 相 当 悩 み ま し た が 、 国 か ら 地 方 へ 下 ろ さ れ る 業 務 や 制 度 、　
度

誰もが吾妻山からの絶景が見られますよう…

６月末日をもって 議員を辞職いたします
皆さまには心より、感謝申し上げます

　
高
齢
だ
っ
た
り
、
障
が
い
が
あ
る
な
ど

で
、
吾
妻
山
に
登
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

方
々
を
車
両
送
迎
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
町
は
今
年
度
、
山
頂
ま
で
の
一
部
の

園
路
舗
装
と
拡
幅
工
事
を
行
な
う
。
こ
れ

は
総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会
か
ら
の
提

言
を
受
け
た
も
の
。

　
最
終
的
に
は
年
間
通
し
、
環
境
に
配
慮

し
た
手
段
で
送
迎
で
き
る
こ
と
を
目
指
す

が
、
安
全
確
保
と
課
題
抽
出
の
た
め
、
ま

ず
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
タ
ク
シ
ー
で
試
行
。
　
　

　
～
　
月
ぐ
ら
い
の
時
期
で
、
対
象
条
件

や
公
募
す
る
か
な
ど
は
未
定
。

町には「自然環境に配慮を！」
という要望書もきているそう。
人にも自然にも優しい二宮町
でありたい。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
車
両
送
迎

ま
ず
は
お
試
し
か
ら
！

令和3年度 政務活動費報告

　７月からは国会議員秘書として仕事をさせていただきます。言うまでもなく、国政は人々
の暮らしの基本となるので、誰もが不快な思いや、つらい思いをし続けることなく、心地よく
安心して暮らせる社会を形成するために重要です。ただ、多くの人が救われる制度がある
としても、その制度の隙間に落ちてしまう人が必ず出ます。寄り添えるのは、やはり町です
（もちろんそこからもこぼれ落ちる人が出てしまうので、最後は地域の力がとても重要で
すが、その地域の方々が笑って暮らすことができていなければ、助け合いなどできるはず
もなく、だからこそ、町の政治というのは、すごく大事だと思っています）。
　そういう意味でも、町議の仕事というのは本当に尊く、面白く、大好きな仕事でしたし、だ
からこそ（おこがましくて図々しいですが）、新たな学びを得て、少しでも早く地域社会を変
えていける存在になりたいですし、どういう形かはわかりませんが、いつか町のためになる
ようなことができたら嬉しいです。（ちなみに私は前々から「議決」と同じく重い「民決（＝民
の決議、私の造語）」を地方自治法において実現できないかと考えています）。

お金の流れや、なぜ本当の地方自治が実現できないのかなど、自分がずっと疑問に思っ
ていたことを学べるのではないかと考えました。そして、任期を全うしない責任は大きいけ
れども、力のなさを自覚している自分がこのまま議員をし続けることが責任を取ることに
なるのだろうか？、 もし任期を全うしたとしても、何も変わらず３期目に手を挙げることは
しないのでは、 と考えたとき、やはり学びに出ようと決断しました。
　今や同じ情報を全世界同時に受け取れるようになりました。スマホがここまで普及して
いなかった10年前には考えられなかったスピードで時代が変化しています。たかが１年、
されど１年、残り任期の１年４ヵ月は非常に貴重だとも思い、そして今回のような「人とつ
ながるタイミング」も大切にしたい、という気持ちになりました。

主にニュース発行（2回分）
A3サイズ2つ折り（11,000部）
A4サイズ（10,000部）
※どちらも全戸配布しました。
白黒コピーより安いネット印刷を利用。
歩き切れない分は、ポスティングや
新聞折込を業者に依頼。
※昨年度は約５万円の寄付をいただき
　ました。心より感謝申し上げます。

（二宮町は1年間に9万円支給）

露木の活動費 168,153円／年
（うち、広報費が141,501円）

　二度の選挙、多くの方から１票をいただきました。たくさんの方々に助けられました。そし
て、町について共に考えたり、アクションを起こすこともしていただきました。本当に感謝し
かありません。その皆さんの思いを抱え、しっかりと勉強したいと思います。町職員の皆さ
んにも、心から感謝申し上げます。
　今後、何かお困りごとや、知りたいことなどがありましたら、いち町民としてではあります
が、相談窓口をお伝えしたり、支援等を調べたり、地域活動のお手伝いをしたり、ということ
はできますので、ご連絡をいただけましたら幸いです。町内での地域活動、市民活動も、こ
れまで通りやらせていただきたいと考えています。

11

12

皆さんの生活を守る最後の砦
は町役場です。最後の一般質
問は、職員へエールを込めて。

これまで傍聴もありがとうございました

最後の議会。議場にて。


